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ナ
ー
で
は
明
治
か
ら
昭
和

前
期
に
織
ら
れ
た
緞
通
を

展
示
。
児
島
家
の
工
場
で

製
作
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る

一
畳
敷
（
永
應
寺
蔵
）
は

織
り
の
技
術
の
高
さ
が
う

か
が
え
る
。

　
展
示
を
企
画
し
た
学
芸

員
の
木
曽
こ
こ
ろ
係
長
は

「
児
島
家
や
赤
穂
緞
通
の

歴
史
に
つ
い
て
新
た
に
判

明
し
た
こ
と
も
あ
り
、
展

示
に
反
映
さ
せ
て
い
る
の

で
、
そ
の
あ
た
り
も
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
」
と
話
し

て
い
る
。

　
来
年
１
月
２３
日（
火
）ま

で
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
４
時
半
ま
で
）。

１２
月
２０
日
に
一
部
展
示
替

え
。
水
曜
と
年
末
年
始
は

休
館
（
１２
月
１３
日
と
１
月

２
・
３
日
は
臨
時
開
館
）。

入
館
料
３
０
０
円
（
小
中

学
生
１
５
０
円
）。
図
録

は
１
部
１
３
０
０
円
、
一

筆
箋
は
１
冊
５
５
０
円
で

販
売
す
る
。
☎
４３
・
４
６

０
０
。（
写
真
は
６
畳
敷
の

大
型
緞
通
も
展
示
＝
前
期

の
み
＝
さ
れ
て
い
る
特
別

展
「
児
島
な
か
生
誕
２
０

０
年
記
念
　
赤
穂
緞
通
」）

畿
展
で
入
選
す
る
な
ど
作

家
と
し
て
の
実
績
を
重
ね

つ
つ
、
後
継
者
の
育
成
に

も
力
を
注
い
で
い
る
。

　
今
展
で
は
根
来
さ
ん

と
、
一
番
弟
子
で
独
立
し

て
御
崎
に
工
房
を
構
え
る

阪
上
梨
恵
さ
ん（
４０
）、
入

門
２
年
目
の
廣
津
真
由
さ

ん（
２７
）、
そ
し
て
緞
通
製

作
に
取
り
組
み
始
め
た
弟

子
２
人
の
計
５
人
の
作
品

が
並
ぶ
。

　
根
来
さ
ん
の
「
牡
丹
」

は
自
宅
に
咲
い
た
花
の
ス

ケ
ッ
チ
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
気
品
漂
う
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
。
阪
上
さ
ん
の
「
変

わ
り
雷
文
」
は
迷
路
の
よ

う
な
文
様
を
藍
染
め
の
綿

糸
で
ク
ー
ル
に
織
り
上
げ

た
。
廣
津
さ
ん
は
９
か
月

か
け
て
完
成
さ
せ
た
自
身

初
の
一
畳
敷
「
唐
花
」
を

出
品
し
て
い
る
。

　
額
装
や
掛
け
軸
に
仕
立

て
た
作
品
の
ほ
か
、
緞
通

製
作
の
余
り
糸
を
活
用
し

た
ブ
ロ
ー
チ
、
イ
ヤ
リ
ン

グ
な
ど
も
。
ミ
ニ
織
機
で

緞
通
織
り
体
験
も
で
き

る
。
根
来
さ
ん
は
「
赤
穂

緞
通
を
若
い
人
に
つ
な
い

で
い
く
の
が
自
分
の
使
命

と
思
っ
て
や
っ
て
き
た
取

り
組
み
の
一
つ
の
集
大

成
。
赤
穂
緞
通
の
良
さ
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
れ

ば
う
れ
し
い
」
と
話
し
て

い
る
。

　
１１
月
２６
日（
日
）ま
で
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
（
２２

日
は
休
み
）。
展
示
品
は

一
部
非
売
品
を
除
い
て
購

入
可
。
☎
０
９
０
・
８
９

３
６
・
６
５
５
８
（
根
来

さ
ん
）。（
写
真
は
根
来
節

子
さ
ん
と
弟
子
た
ち
の
作

品
が
並
ぶ
作
品
展
「
つ
な

ぐ
　
つ
な
げ
る
　
伝
統
技

術
」）
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児
島
な
か
生
誕
２
０
０
年

赤
穂
緞
通
の
生
み
の
親

赤
穂
緞
通
の
生
み
の
親

業
績
偲
ぶ
特
別
展
が
開
幕

全
日
本
弓
道
遠
的
選
手
権

「
平
常
心
で
一
本
一
本
」

弓
友
会
の
河
本
淳
子
さ
ん

　
日
本
三
緞
通
の
一
つ
に

数
え
ら
れ
る
手
織
り
敷
物

「
赤
穂
緞
通
」
を
開
発
し

た
女
性
の
業
績
を
偲
ぶ
特

別
展
「
児
島
な
か
生
誕
２

０
０
年
記
念
　
赤
穂
緞

通
」
が
上
仮
屋
の
赤
穂
市

立
歴
史
博
物
館
で
１１
月
１８

日（
土
）開
幕
。
戦
前
に
織

ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
文
様

の
作
品
の
ほ
か
、
図
面
や

関
連
資
料
な
ど
約
９０
点
を

展
示
。
赤
穂
緞
通
の
歴
史

と
魅
力
を
紹
介
す
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

　
児
島
な
か
は
文
政
６
年

（
１
８
２
３
）
１１
月
に
中

村
（
現
在
の
赤
穂
市
中

広
）
に
生
ま
れ
た
。
結
婚

後
、
夫
婦
で
高
松
を
訪
れ

た
際
に
見
た
「
万
暦
氈

（
ば
ん
れ
き
せ
ん
）」
と

呼
ば
れ
る
中
国
製
緞
通
の

精
巧
な
出
来
映
え
に
感
動

し
、
国
産
綿
糸
で
の
製
作

に
取
り
組
む
。
２０
数
年
間

の
試
行
錯
誤
の
末
、
明
治

３
年
（
１
８
７
０
）
に
座

布
団
大
の
ほ
ぼ
完
全
な
緞

通
１
枚
を
織
り
上
げ
る
こ

た
。
家
族
３
人
で
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
部
に
参
加
し
た
黒

崎
町
の
看
護
師
、
豊と

よ

田だ

大た
い

洋よ
う

さ
ん（
３２
）は
長
女
の
芽

生
ち
ゃ
ん（
６
）と
長
男
の

一
晴
ち
ゃ
ん（
４
）と
笑
顔

で
完
走
。「
３
人
一
緒
に

ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
ろ
う

と
い
う
目
標
を
達
成
で
き

ま
し
た
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
た
。（
写
真
は
赤
穂

市
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

で
ス
タ
ー
ト
す
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
部
）

　 　

　 　

　 　

赤
穂
海
浜
公
園

活
性
化
へ
向
け

ア
イ
デ
ア
会
議

　
兵
庫
県
光
都
土
木
事
務

所
は
、
赤
穂
海
浜
公
園
の

活
性
化
へ
向
け
て
ア
イ
デ

ア
を
話
し
合
う
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
１１
月
２６
日（
日
）に

開
催
。
参
加
者
を
募
集
し

て
い
る
。

　
「
は
じ
め
よ
う
！
赤
穂

海
浜
公
園
う
み
の
会
議
」

と
題
し
、
公
園
利
用
の
希

望
や
可
能
性
な
ど
に
つ
い

て
参
加
者
同
士
で
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
、
実
現
に

向
け
た
仲
間
づ
く
り
を
目

指
す
。
県
は
「
普
段
の
お

喋
り
の
延
長
の
よ
う
な
雰

囲
気
で
、
自
分
達
の
お
庭

の
よ
う
に
、
赤
穂
海
浜
公

園
を
も
っ
と
楽
し
く
素
敵

に
す
る
た
め
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
す
。
気
楽
に
参
加

し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
呼

び
掛
け
て
い
る
。

　
同
公
園
太
陽
の
門
を
入

っ
て
す
ぐ
の
管
理
事
務
所

ロ
ビ
ー
で
午
後
１
時
〜
３

時
。
参
加
無
料
で
当
日
受

付
可
。
公
園
内
の
葦
を
材

料
に
北
欧
の
飾
り
「
ヒ
ン

メ
リ
」
を
作
る
ク
ラ
フ
ト

体
験
あ
り
。
☎
５８
・
２
２

５
０
（
港
湾
課
、
フ
ァ
ク

ス
５８
・
２
３
２
２
）。

　
弓
道
の
第
７４
回
全
日
本

遠
的
選
手
権
大
会
（
１１
月

２５
・
２６
日
、
東
京
・
全
日

本
弓
道
連
盟
中
央
道
場
）

の
女
子
の
部
に
赤
穂
弓
友

会
の
河
本
淳
子
さ
ん（
６５
）

＝
錬
士
５
段
、
上
郡
町
野

桑
＝
が
初
出
場
す
る
。

　
６０
メ
ー
ト
ル
先
の
的
に

矢
を
射
て
男
女
別
日
本
一

を
決
め
る
大
会
。
河
本
さ

ん
は
８
月
の
県
予
選
で
好

成
績
を
収
め
代
表
に
選
出

さ
れ
た
。
同
会
所
属
の
女

子
で
は
第
６６
回
大
会
に
出

場
し
た
中
村
由
季
さ
ん

（
３２
）に
続
い
て
２
人
目
と

な
る
。

　
「
は
か
ま
姿
に
憧
れ

て
」
大
学
か
ら
弓
道
を
始

め
た
。
大
学
３
年
生
の
と

き
に
は
全
日
本
学
生
東
西

対
抗
戦
に
西
軍
代
表
で
出

場
し
た
。
結
婚
後
に
ブ
ラ

ン
ク
を
は
さ
み
、
子
育
て

が
落
ち
着
い
て
か
ら
同
会

に
入
り
競
技
を
再
開
。
地

道
に
稽
古
を
続
け
、
今
年

６
月
に
錬
士
の
称
号
を
得

た
。

　
予
選
で
は
「
落
ち
着
い

て
気
持
ち
よ
く
弓
を
引
け

た
」
と
言
い
、
全
日
本
大

会
に
向
け
て
も
「
一
本
一

本
集
中
し
て
、
手
先
で
な

く
身
体
全
体
で
引
き
た

い
」
と
平
常
心
で
臨
む
。

（
写
真
は
初
出
場
の
全
日

本
遠
的
選
手
権
大
会
を
前

に
稽
古
に
集
中
す
る
河
本

淳
子
さ
ん
）

市
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン

晩
秋
の
城
南
緑
地

７
０
１
人
が
完
走

　
「
２
０
２
３
赤
穂
市
民

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が

１２
日
、
赤
穂
城
南
緑
地
周

回
コ
ー
ス
で
あ
り
、
１
㌔

か
ら
５
㌔
ま
で
計
７
０
１

人
が
完
走
し
た
。

　
赤
穂
市
で
は
昨
年
ま
で

ハ
ー
フ
種
目
も
あ
る
「
赤

穂
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
」
が

開
催
さ
れ
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
参
加
者
数
が
減
少
し

た
こ
と
を
受
け
休
止
。
か

つ
て
開
催
し
て
い
た
「
市

民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

が
市
体
育
協
会
の
主
催
で

復
活
し
た
。

　
フ
ァ
ン
ラ
ン
の
部
を
皮

切
り
に
各
部
門
が
順
々
に

ス
タ
ー
ト
。
曇
り
空
の
肌

寒
い
気
温
の
中
、
ラ
ン
ナ

ー
た
ち
が
元
気
に
走
っ

と
に
成
功
し
た
。
一
畳
敷

織
の
機
を
考
案
し
、
京
阪

方
面
に
販
路
を
開
拓
。
赤

穂
緞
通
の
営
業
化
ま
で
成

し
遂
げ
た
。

　
そ
の
後
は
工
場
（
今
展

へ
向
け
た
調
査
で
現
在
の

相
生
証
券
赤
穂
営
業
所
が

あ
る
場
所
と
判
明
）
を
増

設
し
て
大
型
の
緞
通
も
手

掛
け
る
な
ど
発
展
さ
せ

た
。
夫
や
長
男
に
先
立
た

れ
る
中
、
孫
を
後
継
者
と

し
て
事
業
を
拡
大
し
、
同

２３
年
（
１
８
９
０
）
の
第

３
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で

３
等
有
功
賞
を
受
賞
。
品

質
は
高
く
評
価
さ
れ
た
。

翌
年
に
緞
通
考
案
と
殖
産

の
功
績
で
県
知
事
よ
り
木

盃
を
授
与
さ
れ
、
同
３６
年

（
１
９
０
３
）
１０
月
１７
日

に
満
８０
歳
で
生
涯
を
閉
じ

た
。

　
特
別
展
で
は
、
な
か
の

経
歴
や
緞
通
を
考
案
し
た

経
緯
、
児
島
家
か
ら
緞
通

の
製
法
を
教
わ
っ
て
明
治

天
皇
・
皇
后
の
御
料
車
用

に
製
品
を
納
め
た
早
川
緞

通
工
場
に
つ
い
て
資
料
を

基
に
紹
介
す
る
。
赤
穂
緞

通
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
コ
ー

　
坂
越
の
「
く
つ
ろ
ぎ
の

縁
側
　
優
・
優
」
で
赤
穂

緞
通
の
作
品
展
「
つ
な
ぐ

　
つ
な
げ
る
　
伝
統
技

術
」
が
１７
日
か
ら
始
ま
っ

た
。
新
田
で
弥
生
工
房
を

開
く
根
来
節
子
さ
ん（
７２
）

＝
古
浜
町
＝
の
師
弟
展
。

新
作
や
手
入
れ
し
た
古
緞

通
の
一
畳
敷
を
は
じ
め
小

品
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど

計
８０
点
以
上
を
鑑
賞
で
き

る
。
入
場
無
料
。

　
根
来
さ
ん
は
赤
穂
市
教

委
が
１
９
９
１
年
か
ら
開

い
た
赤
穂
緞
通
織
り
方
技

法
講
習
会
の
１
期
生
。
地

元
で
栽
培
し
た
綿
花
か
ら

紡
い
だ
糸
を
草
木
染
め
し

て
使
用
す
る
製
法
に
こ
だ

わ
り
、
日
本
伝
統
工
芸
近

　 　

　 　

坂
越
で
も
赤
穂
緞
通
展

弥
生
工
房
の
師
弟
５
人

新
作
、古
緞
通
な
ど
８０
点
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▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
65
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４5
・
０
７
３
３

　

▼
明
星
車
検
好
評
受
付

中
＝
代
車
、見
積
も
り
無

料
。軽
な
ら
３
万
９
６
８

０
円
か
ら
。見
積
り
だ
け

で
も
お
気
軽
に
お
申
し
付

け
く
だ
さ
い
。中
古
車
販

売
、新
車
も
お
任
せ
く
だ

さ
い
。Ｖ
Ｉ
Ｐ
会
員
も
大

変
ご
好
評
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。ガ
ソ
リ
ン
最
安
、

オ
イ
ル
交
換
２
回
無
料
、

車
検
割
引
な
ど
特
典
い
っ

ぱ
い
で
年
会
費
１
５
０
０

円
。ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

「
㈱
明
星　

赤
穂
Ｓ
Ｓ
」オ

ー
ト
バ
ッ
ク
ス
さ
ん
前
☎

４6
・
３
１
７
７　

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》
に
、
あ

第２５３０号　　２０２３年（令和 ５年）１１月１８日

　

▽
１９
日
＝
イ
オ
ン
診
療

所
☎
４6
・
４
６
６
６
▽
２３

日
＝
赤
穂
記
念
病
院
加
里

屋
診
療
所
☎
４３
・
２
７
１

７

　 　

市
民
ガ
イ
ド

★10：20
17：00

な
た
の
夢
を
か
た
ち
に
し

ま
す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」

若
草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　

▼
古
物
高
価
買
取
＝
骨

董
品
、古
家
具
、古
道
具
、

お
も
ち
ゃ
、食
器
、贈
答

品
、終
活
、家
、倉
庫
の
片

付
け
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

見
積
も
り
無
料
。ご
み
で

捨
て
る
前
に
ご
一
報
く
だ

さ
い
。「
古こ

木ぎ

つ
ね
」坂
越

☎
０
９
０
・
１
２
４
０
・
７

４
６
１

　

▼
「
く
ら
電
」
＝
電
気

関
係
の
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
住
宅
改
修
・
製
品
販

売
・
設
置
・
家
具
／
エ
ア
コ

ン
の
移
設
・
介
護
用
手
摺

・
樹
木
伐
採
等
、
日
常
の

お
困
り
事
が
あ
れ
ば
お
手

伝
い
致
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

尾
崎
☎
２5
・
１
３
８
１

　

▼「
硝
州
屋
大
西（
が
ら

す
や
お
お
に
し
）」＝
鏡
、

硝
子
、テ
ー
ブ
ル
ト
ッ
プ
、

サ
ッ
シ
、網
戸
の
新
設
や

修
理
の
事
な
ら
お
任
せ
。

無
料
見
積
も
り
致
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。三
樋
町
１８
の
４
☎

４３
・
５
４
１
４

　

▼
移
動
ス
ー
パ
ー
「
と

く
し
丸
」
＝
上
仮
屋
、
城

西
町
エ
リ
ア
で
新
規
訪
問

先
を
募
集
中
。
玄
関
先
で

お
買
い
物
が
で
き
ま
す
。

月
・
木
の
午
後
２
時
か
ら

３
時
の
間
で
２
軒
募
集
し

ま
す
。
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。
☎
４２
・
０
５

０
３

　

▼
お
せ
ち
料
理
承
り
ま

す
＝
○
三
段
重
３
万
７
８

０
０
円
○
お
せ
ち
風
オ
ー

ド
ブ
ル
５
人
盛
１
万
８
５

０
０
円
、
３
人
盛
１
万
２

８
０
０
円
。
い
ず
れ
も
税

込
。
締
め
切
り
は
１２
月
１０

日
で
す
。「
瑞
喜
」正
保
橋

町
☎
４２
・
０
８
９
３

　

▼
正
月
オ
ー
ド
ブ
ル
＝

１
台
１
万
９
０
０
０
円

（
４
〜
５
人
前
）。
ご
注

文
は
お
電
話
に
て
承
っ
て

お
り
ま
す
。「
す
し
若
」

花
岳
寺
通
り
☎
４３
・
６
７

８
６

　

▼
「
Ｍ
，
ｓ
ダ
イ
ニ
ン

グ
」
か
ら
お
知
ら
せ
＝
１１

月
末
ま
で
通
常
営
業
。
１２

月
か
ら
し
ば
ら
く
お
休
み

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

加
里
屋
７４
の
１８
☎
４３
・
３

７
３
８

　

▼
赤
穂
緞
通
織
り
方
技

法
講
習
生
募
集
＝
赤
穂
緞

通
の
技
術
を
習
得
し
、
継

承
・
伝
承
す
る
意
志
が
あ

る
お
お
む
ね
４5
歳
ま
で
を

対
象
に
２
名
募
集
し
ま

す
。
受
講
期
間
は
来
年
４

月
か
ら
約
３
年
間
で
受
講

無
料（
共
益
費
・
機
維
持
費

で
月
３
０
０
０
円
）。１２
月

２７
日
ま
で
応
募
を
受
け
付

け
、
面
接
に
よ
り
選
考

（
赤
穂
市
在
住
ま
た
は
在

勤
の
方
優
先
）。「
赤
穂
緞

通
技
術
研
修
工
房
つ
む

ぐ
」加
里
屋
☎
４5
・
０
６
０

６（
火
曜
除
く
１０
〜
１6
時
）

　

▼
小
学
生
向
け
手
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＝
ク

リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン

ト
、
押
し
花
の
し
お
り
な

ど
を
作
り
ま
す
。
参
加
無

料
。
１２
月
２
日（
土
）１１
時

と
１３
時
の
各
回
約
5０
名
を

募
集
し
ま
す
。「
兵
庫
県

婦
人
手
工
芸
協
会
」
☎
０

８
０
・
５
３
０
５
・
７
９

０
２

　

▼
「
銀
波
荘
」
＝
○
売

店
喫
茶
８
〜
１２
時
○
部
屋

清
掃
９
時
半
〜
１４
時
半
○

風
呂
清
掃
９
〜
１２
時
○
調

理
補
助
７
〜
１１
時
、
１5
〜

１７
時
。
各
１
０
５
０
円
〜

（
試
用
期
間
中
１
０
１
０

円
）
○
接
客
ス
タ
ッ
フ
１

２
０
０
円
〜
。
１７
〜
２２
時

○
洗
濯
１４
〜
１９
時
○
洗
い

場
９
〜
１２
時
、
１３
〜
１6

時
、
１９
〜
２３
時
。
各
１
０

１
０
円
〜
○
当
直
２０
〜
８

時（
実
働
８
時
間
）日
給
９

６
０
０
円
※
交
通
費
支

給
。御
崎
☎
４5
・
３
３
５
５

　

▼
「
前
田
石
油
㈱
」
＝

本
社
配
送
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
運
転
手
／
７
〜
１７
時
の

間
で
８
時
間
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
勤
務
。
危
険
物
乙

４
免
許
必
須
・
大
型
免
許

優
遇
。
給
与
２３
万
円
〜

（
年
齢
経
験
に
よ
り
昇
給

・
賞
与
あ
り
）。中
広
１
７

９
の
６
☎
４３
・
２
６
８
８

　

▼
社
保
完
備
、
年
間
休

日
１
１
０
日
＝
オ
ン
・
オ

フ
が
は
っ
き
り
し
た
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
お
店
。
１０
〜

２２
時
（
シ
フ
ト
制
）。
給

与
２０
万
円
〜
（
調
理
経
験

者
優
遇
）。
バ
イ
ト
・
パ

ー
ト
１
０
１
０
円
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
の
問
合
せ
Ｏ
Ｋ
。

「
五め

月い

」
中
銀
裏
☎
56
・

６
２
２
１

　

▼
「
ご
ほ
う
び
酒
場
」

社
保
完
備
＝
店
舗
再
開
に

伴
い
店
長
、
店
長
候
補
を

募
集
。
調
理
、
接
客
。
１４

時
〜
２２
時
の
間
。
火
曜
定

休
。
給
与
２０
万
円
〜
調
理

経
験
者
優
遇
。
バ
イ
ト
時

給
１
０
１
０
円
。
イ
ン
ス

タ
か
ら
お
気
軽
に
問
合
せ

Ｏ
Ｋ
。
中
銀
裏
☎
４３
・
４

８
４
５

　

▼
ス
タ
ッ
フ
募
集
＝
セ

ル
フ
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

の
監
視
、
管
理
業
務
、
接

客
、清
掃
。勤
務
時
間
７
時

半
〜
１6
時
、
１３
時
〜
２１
時

半
。時
給
１
０
０
１
円
。勤

務
先
は
赤
穂
市
内
で
す
。

「
㈲
サ
ン
ト
ー
サ
ー
ビ

ス
」
大
東
市
扇
町
☎
０
７

２
・
８
０
３
・
８
０
１
８

　

▼
第
３９
回
し
あ
わ
せ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＝
赤
穂
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
と
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
主
催
で

１１
月
１９
日（
日
）、
赤
穂
市

総
合
福
祉
会
館
で
１０
時
〜

１5
時
。
ス
テ
ー
ジ
、
模
擬

店
、
催
し
物
。
ふ
れ
あ
い

映
画
は
『
ミ
ニ
オ
ン
と
怪

盗
グ
ル
ー
の
は
じ
ま
り
の

物
語
』
を
１３
時
か
ら
上
演

（
１２
時
半
開
場
）。
空
く

じ
な
し
の
福
引
き
抽
選
会

（
お
一
人
様
１
回
限
り
）

も
。
千
種
川
河
川
敷
の
臨

時
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
☎
４２
・
１
３
９
７

　

▼
濱
坂
幸
代
ー
あ
か
り

と
か
た
ち
ー
＝
和
紙
や
楮

を
使
い
イ
ン
テ
リ
ア
の
中

に
い
ろ
い
ろ
な
『
カ
タ

チ
』
を
表
現
し
ま
す
。
１１

月
２6
日（
日
）ま
で
１１
〜
１6

時
。月
・
火
定
休
。「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
池
川
」
た
つ
の
市
揖

保
川
町
新
在
家
３
５
５
☎

０
７
９
１
・
７２
・
２
４
５
６

　

▼
海
に
落
ち
た
子
助
け

て
く
れ
た
方
に
感
謝
＝
１１

月
７
日
夕
方
、
赤
穂
港
で

海
に
落
ち
た
小
６
男
児
を

助
け
て
く
だ
さ
っ
た
釣
り

人
の
男
性
の
お
か
げ
で
擦

り
傷
程
度
で
済
み
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。☎
４３
・
９
６
３
６

　

▼「
友
愛
供
養
」ペ
ッ
ト

供
養
＝
大
切
な
小
さ
な
家

族
の
為
に
ご
供
養
致
し
ま

す
。「
花
岳
寺
」☎
４２
・
２
０

６
８ 

〈
Ｈ
Ｐ
〉 https:

//kagakuji.jp

休
日
急
患
診
療
医

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

 

赤
穂
民
報
川
柳
〔
第
１
１
６
回
〕
濱
邉
稲
佐
岳
・
選

　

【
雑
詠
】

◎
く
も
の
巣
に
朝
日
が
て
っ
て
虹
の
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

沖　
　

久
子
（
折　

方
）

　

【
評
】
朝
の
何
で
も
な
い
光
景
。
ふ
と
作
者
が
見
つ
け
た

　
　
　
　

 

蜘
蛛
の
巣
。
虹
の
様
だ
と
感
じ
た
の
が
川
柳
で
あ

　
　
　
　

 

る
。
素
材
は
身
近
に
あ
る
。

○
夏
が
過
ぎ
秋
風
が
立
つ
も
の
悲
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

井
上
み
ね
子（
加
里
屋
南
）

○
目
が
覚
め
る
今
日
も
川
柳
友
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

田
渕　

清
昭
（
西
有
年
）

○
腹
立
た
し
中
華
姿
の
赤
穂
義
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
崎
喜
代
志（
上
仮
屋
南
）

山
手
町
で
車
が

倉
庫
に
衝
突

　

１１
月
１４
日
午
後
１１
時
１０

分
ご
ろ
、
赤
穂
市
山
手
町

の
平
屋
建
て
倉
庫
に
普
通

乗
用
車
が
衝
突
。
赤
穂
署

が
事
件
と
事
故
の
両
面

で
、
車
を
運
転
し
て
い
た

同
市
内
の
４０
代
会
社
員
男

性
か
ら
事
情
を
聞
い
て
い

る
。

　

同
署
に
よ
る
と
、
男
性

は
衝
突
の
数
分
後
に
現
場

か
ら
直
線
距
離
で
約
１
㌔

の
市
道
で
脱
輪
し
、
付
近

住
民
の
通
報
を
受
け
て
駆

け
つ
け
た
警
察
官
に
山
手

町
の
衝
突
を
起
こ
し
た
こ

と
を
認
め
た
と
い
う
。

　

倉
庫
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
壁
面
が
縦
約
１
㍍
、
横

約
２
㍍
に
わ
た
っ
て
壊

れ
、
穴
が
開
い
て
い
る
状

態
。
男
性
が
軽
い
打
撲
傷

を
負
っ
た
ほ
か
に
は
、
け

が
人
は
な
か
っ
た
と
み
ら

れ
る
。
同
署
は
建
造
物
損

壊
ま
た
は
当
て
逃
げ
の
疑

い
が
あ
る
と
み
て
、
男
性

か
ら
事
情
を
聞
い
て
い

る
。

　
▼
…
「
日
没
後
に
大
地

震
」
想
定
し
防
災
避
難
訓

練
＝
松
原
町
自
治
会
（
２

０
４
世
帯
）
は
１１
日
、
日

没
後
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震

を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を

実
施
。
暗
い
中
、
住
民
ら

が
自
宅
か
ら
避
難
所
ま
で

移
動
す
る
経
路
を
確
認
し

た
。

　

「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
が
発
生
し
、
赤
穂
市
内

で
震
度
６
弱
を
観
測
し

た
」
と
の
想
定
で
警
察
と

消
防
本
部
、
消
防
団
も
参

加
。
自
治
会
三
役
が
手
分

け
し
て
組
長
１１
人
に
避
難

情
報
を
連
絡
し
、
各
組
ご

と
に
指
定
緊
急
避
難
場
所

の
尾
崎
公
民
館
に
隣
接
す

る
地
区
体
育
館
ま
で
移
動

し
た
。
自
力
歩
行
が
難
し

い
要
支
援
者
を
想
定
し
て

リ
ヤ
カ
ー
や
車
椅
子
を
使

っ
た
避
難
も
訓
練
し
た
。

　

同
自
治
会
は
２
０
１
２

年
か
ら
防
災
訓
練
を
実

施
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
止
や

規
模
縮
小
を
は
さ
ん
で
４

年
ぶ
り
で
、
初
め
て
夜
間

に
行
っ
た
。
池
渕
悟
会
長

代
行（
７6
）は
「
地
震
は
い

つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な

い
。
日
頃
か
ら
家
族
同
士

で
避
難
場
所
や
連
絡
方
法

な
ど
を
話
し
合
っ
て
お
い

て
ほ
し
い
」
と
防
災
意
識

向
上
を
呼
び
掛
け
た
。

（
写
真
は
夜
道
の
避
難
を

体
験
し
た
松
原
町
の
防
災

訓
練
）
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